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かぐや衛星搭載自然波動観測装置(LRS/WFC)におけるデータ選別アルゴ
リズムの性能評価
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WFCはかぐや衛星搭載LRSのサブシステムの1つで、月周辺におけるプラズマ波動や電波放射の
観測を主目的としている。WFC-LはWFC内に実装された波形観測器で、100Hzから100kHzまで
の電界波形を観測する。制約された伝送容量の下で最大限の科学的成果を得るためには、WFC-
Lの観測モードを適切に制御することが不可欠である。ディジタルフィルタの機能をより効果的
に利用する目的で、WFC-Lには"自動フィルタ選択(SELECT)"モードがオンボードソフトウェア
に実装されている。SELECTモードは、機上ソフトウェアとして実装されたFIRフィルタを用い
て、50-100kHz、25-100kHz、12.5-100kHzの各帯域の最大振幅もしくは平均エネルギーを評価
し、間欠的で低効率だが高周波域まで波形取得するか、半連続的に低周波域のみを取得するかを
決定する。科学的観点から、波形観測は一般的に低周波域がより重要であるため、閾値より弱い
高周波帯域の信号は、上記で述べたDSPの選択デシメーションフィルタにより自動的に削除さ
れ、容量削減された波形データがミッションパケットに格納される。この手法により、短時間で
重要な波形データを地上に伝送することができるようになり、効率よく次の波形データを取得す
ることができる。

WFC-Lの自動フィルタ選択モードは、2008年の6月から8月の間に1日1、2回の頻度で実行され
た。本発表では、運用期間中に実施したSELECTモードについて検証し、評価した結果を報告す
る。
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